
　「令和３年度 税制改正要望事項」（郡山法人会　⇒　福島県法人会連合会）

　　①法人税について

　　　　（１）日本の経済再建と内需拡大のためには、多数の従業員を雇用している中小企

　　　　　　業の活性化が必要であり、中小法人等の軽減税率（１５％）を時限措置ではな

　　　　　　く、長期化することにより中小企業の体力が強化され、より一層活性化が図ら

　　　　　　れることになる。

　　　　（２）債務者につき更生手続開始の申立等の法的手続きが進められた場合は、最終

　　　　　　配当率が極めて低い状態を踏まえ、不良債権処理の促進という観点から、貸倒

　　　　　　引当金の繰入限度額を個別評価金銭債権の額の５０％から９０％程度に引き上

　　　　　　げるべきである。

　　　　（３）東日本大震災と原発事故により、多額の保険金や賠償金が支給されているが、

　　　　　　所得税では原則非課税であるのに対し、法人税では「保険差益の圧縮記帳」以

　　　　　　外に特例がなく、課税対象となっていることは非常に不合理である。災害に伴

　　　　　　う保険金や損害賠償金に対する益金不算入の規定を創設してほしい。

　　　　（４）現在、法人税等の申告期限は事業年度終了の日から２か月以内であり、特例

　　　　　　で申請により１か月間延長することができるが、税法も複雑化し決算確定後株

　　　　　　主総会の開催に至るまで、年々長期の時間が必要となっている。申告期限を原

　　　　　　則３か月以内に変更すべきである。

　　　　（５）役員の定期同額給与の見直しについて、現行制度は余りにも実務とかけ離れ

　　　　　　すぎていて、特に中小企業においては、財務を中心に経営面での支障が生じて

　　　　　　いる。要件を緩和し、原則として期中の増減額についても取締役会の決議によ

　　　　　　り変更を可能にすべきである。

　　　　（６）大企業中心の優遇税制の見直しについて、ここ数年の法人税率の引き下げや

　　　　　　租税特別措置法による新たな特別償却・税額控除の創設は大企業中心の優遇税

　　　　　　制を加速させている。景気対策に税制を利用せず、租税の本来の趣旨に合わせ

　　　　　　た税制に変えていくべきである。

　　②所得税について

　　　　（１）世界的な経済不況の中で、格差対策は日本においても重要な課題であり、格

　　　　　　差是正や所得再分配機能の観点から、納税額の少ない低所得者層を支援するた

　　　　　　め、給付付税額控除制度を取り入れるべきである。

令和２年度 事業報告

 アンケート提出

件　　名 開催日

 全法連 税制改正に関する

 改正税法・年末調整税務
 研修会

会　員51名

 Ⅰ　公益事業

　（１）本　会

　 <税務研修会>

件　　名 開催日

非会員 3名

出席者場　　所

 郡山市労働福祉会館

講　　　師

　 １．税知識の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業（公益事業１）

場　　所

 全国法人会総連合2. 4.21

郡山税務署法人課税部門担当官2.11. 6

　 <税制提言・納税意識の高揚事業>

 3.4.5.6月決算申告説明会
 （中止）

2. 4.14

備　　考

会員より回答いただいた税制

改正に関するアンケートを提出

税制改正要望事項を提出

件数等

162件

下記参照 福島県法人会連合会2. 5.20
 事項提出

 令和３年度税制改正要望

資料１
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　　　　（２）復興特別所得税の適用期間について、平成４９年分までの２５年間にわたる

　　　　　　付加はあまりにも長すぎるため短縮すべきである。復興特別法人税は３年間で

　　　　　　終了するが、その後の法人での復興特別所得税に関する申告手続きも事務負担

　　　　　　の増加となる。

　　　　（３）東日本大震災により多くの納税者が雑損控除の適用を受け、翌年以降も雑損

　　　　　　失の繰越控除の適用を受けたが、現行では他の所得控除が全く使えないケース

　　　　　　があり、被災した納税者の救済機能を果たしていない。雑損控除は他の所得控

　　　　　　除後に控除すべきである。雑損失の繰越控除は所得控除後に適用させるべきで

　　　　　　ある。

　　　　（４）年少扶養親族について、当初、子ども手当制度の導入とセットで廃止となり、

　　　　　　実質負担は変わらないことを前提に改正されたはずだが、現状は全く異なる結

　　　　　　果となっている。少子化対策の一つとして、早急に復活させるべきである。

　　　　（５）年々進む少子高齢化や晩婚化を防ぐためにも、若年層に対する優遇税制を抜

　　　　　　本的に検討すべきである。

　　　　（６）公的年金等は雑所得とされ、ある程度の軽減措置があるとはいえ原則的には、

　　　　　　課税の対象となっている。公的年金等は生活の支えとなるだけでなく、少子高

　　　　　　齢化の老後世代にとっては生活基盤となるものであり、健康的で自立する生活

　　　　　　を全うするためにも生活に寄与する収入に対する課税は軽減されるべきである。

　　③相続税について

　　　　（１）事業承継税制は大幅な改正があったが、さらなる後継者に不安を与えず、継

　　　　　　続的企業発展維持のためには完全な納税免除制度を創設してほしい。中小企業

　　　　　　こそ地方の経済と雇用を守る要であり、その維持継続に不安がないようにして

　　　　　　ほしい。

　　④消費税について

　　　　（１）消費税の軽減税率の大幅な簡素化が図れるまで導入を見送るべきである。複

　　　　　　雑な内容は企業の現在の人手不足のなかで事務管理に負担を与えることになる。

　　　　　　過度な企業側の事務煩雑さを求めないべきである。

　　　　（２）現在の経済状況においては増税傾向を強めることは見送るべきである。現在

　　　　　　の様々な法体制は年金制度が夫婦であることを前提にしていたり、安定した職

　　　　　　業にあることを前提としている。しかし、少子高齢化の中では消費税の増税は

　　　　　　生活に重大な影響を与える恐れがある。

　　⑤印紙税について

　　　　（１）単に租税収入の一部を占めているだけで、明確な課税根拠がないので廃止す

　　　　　　べきである。電子取引が増えてきている現在において、印紙税の存在意義はな

　　　　　　いのではないか。

　　⑥地方税について

　　　　（１）事業所税について固定資産税との二重課税の性格があり、また金額も多いた

　　　　　　め納税者の負担がかなり大きい。人口が３０万人弱の市町村にとっては、地域

　　　　　　経済発展に歯止めをかける結果となっているのが現状であり、廃止すべきであ

　　　　　　る。

　　　　（２）給与支払報告書の提出先及び住民税の特別徴収の納付先を都道府県にすべき

　　　　　　である。現在は各市町村に提出及び納付しているが、複数の市町村に居住して

　　　　　　いる社員がいる法人にとっては、かなりの事務負担がかかっている。
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　　⑦その他

　　　　（１）東日本大震災と原発事故により、福島県は長期的に見て大変厳しい経済環境

　　　　　　が続くと予想される。税制においても大規模な特区を創設して、あらゆる税法

　　　　　　において抜本的な優遇措置を講ずることが必要不可欠である。福島県の税制特

　　　　　　区を早急に実現してほしい。

　　　　（２）現在の適用区域及び集積業種の範囲は非常に限定されていて、ほとんどの企

　　　　　　業はこの特例を適用できていないのが現状である。税額軽減に非常に大きな影

　　　　　　響のあるこの制度が、結果として企業間において不平等を生じさせているため、

　　　　　　制度の範囲を大幅に拡大すべきである。

　　　　（３）税分野ではマイナンバー制度の運用が本格的に始まったが、個人番号を含め

　　　　　　た特定個人情報の管理等は、中小企業にとってはかなりの事務負担である。

　　　　　　もっと制度の簡素化を図り、事務負担等を最小限に抑えるべきである。

　　　　（４）マイナンバー制度において、個人事業者が個人番号一つでその取扱いを行う

　　　　　　ことは、大変困難であり不合理な部分も多い。個人事業者には新たに個人事業

　　　　　　者用番号を設け、その取扱いは、法人番号と同等にすべきである。

発行期日 号　　数

2. 9. 1

＊令和2年10月1日に酒類の手持品課税（戻税）が実施されます

第507号

2. 8. 1

＊危機感が成長を促す

＊2020年度国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ

＊危機に名経営者はどう立ち向かった!?

＊アフターコロナを見据えた経営戦略の方向性

＊トピックス

部　　数

4,500部

＊【新型コロナウイルス感染症関連】納税を猶予する「特例制度」（案）

＊期限までに申告・納付が難しい方は期限延長が可能です

＊研修の結果（法人税基本通達）

＊災い転じて福となすための「経営者の思考術」

4,500部

＊「不動産譲渡契約書」及び「建設工事請負契約書」の印紙税の軽減措置

　の延長について

＊「コロナ問題」情報に惑わされない暮らし方

＊種類の手持品課税（戻税）の概要

＊通勤手当とテレワーク手当課税

＊郡山税務署からのお知らせ

＊トピックス

4,500部

＊トピックス

＊法人番号をお持ちの方へ　「英語表記」で世界に情報発信しませんか

4,500部

4,500部

＊経営者に多い疾病と対策「フレイル予防」

4,500部

＊令和2年からの給与所得に係る所得税改正

＊令和2年4月1日から始まっている配偶者居住権

第506号

第502号

 　<税の広報活動>

＊働く基本のキ　成果を上げる「仕事術」

＊トピックス

2. 6. 1

主　要　記　事

＊申告所得税、贈与税及び個人事業者の消費税の申告・納付期限が延長

　されました

＊新聞やテレビで「日本の財政」報道を鵜呑みにされないよう

＊まさかの時の「資金繰りの対応」

＊トピックス

＊～「論語の算盤」に学ぶ～　逆境に処す

2. 5. 1

＊みなし配当課税とは？

＊営業成績に直結する「お客様情報」はこうしてつかめ！

第503号

　 ①月刊“法人こおりやま”の発行

2. 4. 1

第504号

2. 7. 1 第505号

＊コロナ禍の下での「セールス話法アプローチ術」
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発行期日 号　　数

3. 2. 1 第512号

＊コロナ対策と財政健全化へ向け法人会は税制提言で主張する！

　　(公財）全国法人会総連合の季刊紙“ほうじん”を４回配布。

＊長びく"コロナ疲労"　原点に戻って考えよう

　　 総部数　14,000部

　 ③季刊“ほうじん”の配布

3. 1. 1 第511号

＊新年のご挨拶

2.12. 1 第510号

＊国税における新型コロナウイルスの取扱い

＊トピックス

＊確定申告会場への来場を検討されている方へ

＊年収がいくらまでなら配偶者控除と配偶者特別控除が対象になる？

 　<税の広報活動>

4,500部

＊トピックス

＊申告期限・納付期限を4月15日まで延長

＊令和3年度税制改正へ提言!

3. 3. 1 第513号
＊思索が適者生存を可能にする

＊70歳雇用時代に必要な世代間「雑談力」

＊「プランＢ」で、コロナ危機を乗り切る

＊税務署での相談は、事前の予約をお願いします

＊難局突破の要諦「組織の力を高めることにある」

第508号

主　要　記　事部　　数

＊トピックス

＊郡山税務署からのお知らせ　～チャットポットの運用開始について～

4,500部

＊スマホやパソコンでご自宅から申告できます

＊アフターコロナの経営

4,500部

4,500部

＊法人会 令和3年度税制改正提言事項

＊税務署ニュース

＊損益分岐点経営を実践しよう

＊コロナ禍の時代だから問われる「仮説力」

＊ウイズコロナの時代! 融資に頼らない資金繰り対策

＊税を考える週間

＊その配当、理解して行っていますか？

＊しぶとく生き続ける企業をつくる!　「創発経営」

＊50歳代からの食生活

＊中小企業・小規模事業者に対する固定資産税の減免!

＊実践税務調査 業態の確認/喫茶店 その2

　 ①月刊“法人こおりやま”の発行

＊国税の納付は、簡単・便利なダイレクト納付をご利用ください

4,500部

2.11. 1 第509号

2.10. 1

4,500部

＊鬼もいろいろと大変なのだね

＊コロナ危機を環境整備で乗り越えよう！

＊令和2年分　所得税等、消費税及び贈与税の申告書作成会場について

＊Ｑ＆Ａで分かる「同一労働・同一賃金」

＊2021年度国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ

＊コロナ支援策等の総点検「経営上・会計上・税務上留意すべき点」

＊税制改正建議書

＊電子申告で能率UP!e-Tax

　　 総部数　 4,000部

　 ②法人会 広報誌 臨時号“コロナ禍の経営に克つ!”の発行

＊お客さまの心をうごかす文章の書き方

＊役員給与の減額改定について

＊実践税務調査　業態の確認/喫茶店 その1

＊年末調整等説明会中止のお知らせ

＊新型コロナウイルス禍で留意したい税務のポイント
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 絵はがきコンクール表彰式

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

979 965 562 558 751 621 552 751 968 725 663 538 8,633

8 16 10 5 4 6 8 9 12 6 8 7 99

110 97 47 72 62 66 67 79 82 80 94 94 950

 高瀬小学校3. 1.14

ア ク セ ス 数

一般ログイン数

会員ログイン数

 郡山ビューホテル
 アネックス

中止

　　　②インターネットセミナー（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

*ア ク セ ス 数・・コンテンツの見られた数

*一般ログイン数・・利用した一般数

*会員ログイン数・・利用した会員数

２．地域企業の健全な発展に資する事業（公益事業２）

　　（１）本　会

　　　①研修会

件　　名 開催日 場　　所 出席者

会　員14名
非会員 0名

　（３）女性部会

　 <納税意識の高揚事業>

小林裕子部会長外3名 赤木小学校2.12.10 36名

　（２）青年部会

件　　名 開催日

 小学生の税に関する標語の

 表彰式

84名

104名

 薫小学校

 租税教室 中止

矢部祥子幹事外3名

 租税教室 3. 1.21  大槻小学校

 租税教室

内　　容

 租税教室

 経営塾
（令和元年度最終例会）

2.11.11 異性間コミュニケーション

64名

76名

 小学生の税に関する標語の

出席者

2. 6. 5

 小学生の税に関する
女性部会員担当

 小学生の税に関する

 絵はがきコンクール審査会

2.11.10

講　師　他出席者

8名

2.12. 4

2.12. 1

2.12. 3

2.12. 4

2.11.10

 安積第一小学校

 行健小学校

 租税教室

　 <納税意識の高揚事業>

23名

青年部会員担当

齊藤邦昭部会長外2名

 ホテルハマツ

場　　所

 大成小学校

 租税教室

124名

107名

 船引南小学校

税に関する標語に応募の

あった521作品から10点選出

 租税教室

 租税教室

 租税教室

 租税教室

榎本信一副部会長外3名

榎本信一副部会長外3名

菅野貴副部会長外4名

 租税教室 2. 4.27  桃見台小学校 中止

講　師　他

桑原義昌副部会長外1名

榎本信一副部会長外4名2. 6.19

 朝日が丘小学校

場　　所

2.10.14

4名 ホテルハマツ

 小山田小学校

件　　名

2.12.15

6名 郡山法人会館2.10.19

 租税教室 3. 1.19  小野小学校 中止

 租税教室 3. 1.22

開催日

 郡山法人会館
税に関する絵はがきに応募の

あった576作品から10点を選出

 審査会

8名

 租税教室 2. 5.22  芳賀小学校 中止

 租税教室 2. 5.25  中妻小学校 中止

 安積第二小学校 中止

 租税教室 3. 1.25  金透小学校 中止
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　　②健康診断

（２）支　部

　　①報告会・役員会

　　③寄贈事業

30名 親睦ゴルフコンペ 会員交流のためのゴルフコンペ

内　　　容

ホテル、スーパー等10個募金箱

出席者

2.10.15

2. 5. 8

開催日 内　　　容

ラジオチャリティーミュージックソン募

出席者場　　所

３．地域社会への貢献を目的とする事業（公益事業３）

件　　名

　　（１）青年部会

　　（２）女性部会

件　　名 開催日

骨髄バンク推進協議会

出席者

郡山支部へ募金寄託 設置　44,288円寄託
3. 3. 4  郡山法人会館

場　　所 内　　容

福島へ41,000円寄託

金活動を郡山駅前周辺で行った。ラジオ 街頭募金活動 2.12.20
 郡山法人会館
　　　　～　郡山駅前

14名

3名

Ⅱ　共益事業

（１）本　会

　　①会員交流事業

件　　名 開催日

場　　所

 郡山ゴルフ倶楽部

 小野支部役員会

　　　　　ＰＥＴ健診ゴールドコース　　２３件　

　　　　　ＰＥＴ健診シルバーコース　　　６件　　

　　　　　　　　　　　　　　　合　計　２９件

2. 5.21

 自然観察ステーション

出　席　者　等

書面決議

開催日

　　②会員交流事業

2.11.18

会　　議　　名

 小野支部役員会

 小野支部報告書送付

 田村支部報告書送付

 三春支部役員会

 三春支部報告書送付

2. 6. 1

2. 6.25

2. 6.29

2.11. 5

2.11.11

 寿美や

 常鮨

 自然観察ステーション 三春支部役員会 8名

9名

場　　所

 田村支部役員会

開催日

2.12.18

2.12.18

会　　議　　名

 三春支部研修会

 三春支部忘年会

出　席　者　等

20名

18名

場　　所

 八文字屋

 八文字屋

書面決議

9名

9名

 田村支部役員会 2. 5.13

開催日

 3. 2.12

件　　名

 小野町献血運動たまご寄贈

内　　容

小野町へ献血運動たまご寄贈

場　　所

 小野町役場

 小野支部新年会 3. 2. 4 中止

 田村支部新年会 3. 2.19 中止
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　　　　①会員関係　　　部会員数　　　６０名　（入会数　６名、退会数　７名）

　　　　②役員関係　　

　 齊藤　邦昭〈富久㈱〉

　 山口松之進〈郡山観光交通㈱〉

　 髙橋由美子〈㈲ジェスカンパニー〉

　 榎本　信一〈㈲マルホン包装〉　　

　 桑原　義昌〈㈱桑原コンクリート工業〉

　 今泉　進一〈㈲今泉建築〉　　　　

　 菅野　貴　〈㈱環境緑建〉

　 橋本　裕　〈㈱白川商店〉

◎幹　　事 　 大和田一博〈㈱大和田工務店〉

　 池田　義人〈㈲イケダ〉　　　　　　 矢吹　周一郎〈㈲矢吹燃料〉

　 内藤　耕力〈㈱菊川屋〉 渡邊　万里子〈links agency㈱〉

 　根上　信宏〈大同生命保険㈱〉 橋本　有市〈㈱マツカワヤ〉

　 渡邉　輝長〈㈱エクストエンジニア〉 草野　遵　〈㈱くさの〉

　 大谷　宏明〈㈱サンエナジー〉 村上　和洋〈サンケン食品㈱〉

　 増子　和紀〈㈱マシコリサイクルセンター〉 石津　幸司〈㈲レセプター〉

◎顧　　問 　 石井　敏也〈㈱石覚組〉

　 幕田　宙晃〈㈱共立建築設計事務所〉

 第２回　役員会

　　　　　◎部 会 長

　　　　　◎直前部会長

　　　　　◎副部会長

 第３回　役員会

9名 第１回　三役会

　の件

②各委員会事業確認について

 第１回　役員会

①令和元年度事業経過報告並びに収支決算

　　　　②役　員　会

件　　名 内　　容出席者

　(案)について

　　２．会議関係

　　　　①報　告　会

件　　名

 報告会

（３）青年部会

出席者等

書面決議

内　　容

①令和元年度事業経過報告並びに収支決算

②令和2年度事業計画(案)並びに収支予算

③役員任期満了につき改選の件

③30周年事業について

開催日

2. 5.28

場　　所

　　１．組織関係

②令和2年度事業計画(案)並びに収支予算

③役員任期満了につき改選について

⑥30周年記念事業について

⑦令和2年度県青連協役員推薦について

①委員会編制について

  (案)の件

　について

2. 7.30  郡山法人会館

 郡山法人会館 16名

①各委員会報告及び承認について

②30周年事業について

①各委員会報告について

②30周年記念事業について

 第２回　三役会 8名

2. 9.25

①30周年記念式典・記念講演会について

場　　所開催日

2. 4.20  郡山法人会館

2. 6.24  郡山法人会館

14名

17名

④報告会について

⑤委員会編成について

3. 2.16  郡山法人会館
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　　　　◇県法連青年部会連絡協議会　　 　２年　７月２８日　　　コラッセ福島

　　　　　正副会長会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 齊藤邦昭部会長出席

　　　　◇理事・広報委員　　山口　松之進　

　　　　◇理事・広報委員　　髙橋　由美子

　　５．本会役員

　　４．外部行事等

 第４回　３０周年記念誌
 編集委員会

3. 1.13  郡山法人会館 9名 ②新春研修会及び設立30周年記念式典に

　ついて

 第２回　研修委員会 3. 3. 9  郡山法人会館 10名

 第３回　３０周年記念誌
 編集委員会

2.12.10  郡山法人会館

 街頭募金活動

 設立３０周年記念式典・
 記念講演会

 郡山駅前周辺 チャリティーミュージックソン街頭募金

演題：笹の川酒造 256年の歴史と挑戦

14名

 郡山ビューホテル

2.10.26

8名

①報告会研修会について

会員交流のための忘年会

①30周年記念誌作成について

①30周年記念誌校正について

　　３．全体例会

2.10. 4

2.10.14

件　　名

34名
講師：笹の川酒造㈱

 第１回　３０周年記念誌
 編集委員会

2. 8.18

②担当事業確認について

 三春の里田園生活館

 宮城方面

 第２回　会員交流委員会

②青年部会のあゆみについて

 設立３０周年記念祝賀会 3. 3.24  郡山ビューホテル 32名 設立30周年記念祝賀会

 第１回　社会貢献委員会 2. 7.21

件　　名 開催日

①忘年会について

2. 7.15  郡山法人会館 10名

 第２回　３０周年記念誌
 編集委員会

2. 7.16  郡山法人会館 9名 ②担当事業確認について

③事業計画について

①正副委員長報告について

②担当事業確認について

③事業計画について

2. 9.25  郡山法人会館 9名

 郡山法人会館 8名

 第１回　研修委員会

①30周年記念誌見積りについて

9名

①正副委員長報告について

③事業計画について

　　　　③委　員　会

 第１回　会員交流委員会

2.12.20

3. 3.24

場　　所開催日

場　　所 出席者 内　　容

22名

内　　容

　　　代表取締役　山口　哲蔵　氏

 忘年会

 視察研修会 15名

 卒業慰労会

　　　常務取締役　山口　敏子　氏

②街頭募金活動について

①30周年記念誌最終校正について

中止

20名

 郡山ビューホテル
 アネックス

2.12.11

会員交流のための慰労会

会員交流のための研修会

 郡山法人会館 9名

出席者等

①正副委員長報告について

 郡山法人会館

 新春研修会 3. 2.17
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　　　　①会員関係　　　部会員数　　　５５名　（入会数　０名、退会数　１名）

 　小林　裕子〈㈱福豆屋〉

　 阿部　尋子〈㈲雲龍堂〉

　 藤田　弘美〈㈱太陽興産〉

　 岡部　純子〈㈲ドロップス〉

　 過足美智子〈㈱丸青過足青果〉

　 大和田玲子〈㈱大和田工務店〉

   吉田セツ子〈㈱泉建設〉

◎幹　　事 　 小林エミ子〈㈱朝日ハウジング〉　　　　　鈴木トシ子〈東部自動車工業㈱〉　　

　 伊野　睦子〈㈲伊野積善社〉　　　　　　　　野本百合子〈ナースバンク㈱〉

 　片桐　栄子〈㈱栄楽館ホテル華の湯〉 長井　惠子〈㈱長井商事〉

　 瀧田　幸子〈援護化学㈱〉　　　　　　　　　　　　円谷　和恵〈㈲西山生花店〉

　 大槻　礼子〈大槻礼子税理士事務所〉 佐藤美紀子〈㈱ぱるる〉　

　 大野　栄子〈㈲京香〉　　　 渡辺　安子〈㈱丸　佳〉　　　　　

　 芝　　暢子〈(一社)郡山美容協会〉　　　　一條　勝子〈㈱モーニング〉

　 　　　　　　 矢部　祥子〈㈱財経戦略研究所〉　　　　　　吉田　陽子〈㈱ヨシダコーポレーション〉

　 髙橋由貴子〈㈲ジェスカンパニー〉　　 髙橋　邦子〈三春昭進堂〉　

　 越川　朱美〈㈲セレネ〉 渡辺かつよ〈㈱渡辺建設〉

件　　名

 報告会

（４）女性部会

　　１．組織関係

　　　　　◎部 会 長

　　　　　◎副部会長

　　　　　◎直前部会長

書面決議
　の件

出席者等

　　２．会議関係

　　　　①報　告　会

②令和2年度事業計画(案)並びに収支予算

場　　所開催日

2. 5.25

内　　容

①令和元年度事業経過報告並びに収支決算

出席者等

書面決議

場　　所

　　　　②役員関係　　　

内　　容

①令和元年度事業経過報告並びに収支決算

②令和2年度事業計画(案)並びに収支予算

　について

　(案)の件

開催日

2. 4.22

　　　　②役　員　会

件　　名

 第１回　役員会

①税に関する絵はがき審査について

17名
 郡山ビューホテル
 アネックス

8名 郡山法人会館

2. 7. 16

2.10.14

　(案)について

　て

③今後の行事について

 第１回　正副部会長・
 正副委員長会議

 第２回　役員会 ①今後の事業について

①役員任期満了につき改選について

②後期事業について

 郡山法人会館 4名

②会員卓話による研修会及び新年会につい

①会員卓話による研修会及び新年会開催に

　ついて18名
 郡山ビューホテル
 アネックス

2.12.17

 第１回　三役会 3. 3.18

 第３回　役員会
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　　　　◇県法連女性部会連絡協議会　　　　２年　８月　５日　　　郡山ビューホテルアネックス

　　　　　正副会長会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  小林裕子部会長外1名出席

　　　　◇県法連女性部会連絡協議会　　　　３年　２月１０日　　　ウェデングエルティ

　　　　　正副会長会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林裕子部会長外1名出席

　　　　◇理事・女性部会担当副会長　　阿部　尋子　　　　　◇理事・研修委員　　小林　裕子

　　　　◇理事・総務副委員長　　瀧田　幸子  　 ◇理事・広報委員　　渡辺　安子

　　　　◇理事・総務委員　　過足　美智子　 　 ◇理事・研修委員　　藤田　弘美　　　　　　

　　　　◇理事・組織委員　　岡部　純子　　　　　　　 ◇理事・組織委員　　矢部　祥子

　　　　◇理事・組織委員　　吉田　陽子　　　　　

会　員　数

加　入　率

稼働法人数

　　　　　◎退会会員　１２７社（休業７社、倒産７社、解散８社、合併６社、その他事由９９社）

　　　　　①本部役員　◎理　　事　　　６７名

　　　　　　　　　　　　会　　長　　　　１名　　　副 会 長　１０名　　　理　事　５６名

　　　　　　　　　　　◎監　　事　　　　３名

　　　　　　　　　　　　支 部 長　　　　２名　　　副支部長　１０名　　　幹　事　２９名

 (学)郡山私幼協学園

 及び新年会

　　６．本会役員

3,093社

32.4%

9,519社

R2年12月31日

3,025社

31.8%

9,496社

△81社

△0.7%

△23社

期　首　比

31.7%

9,496社

R3年3月31日

3,012社

　　（２）会員移動状況

　　　　　◎入会会員　　４６社

Ⅲ　法人管理

　１．組　織

　　（１）会員数

　　５．外部行事等

R2年4月1日 R2年6月30日

3,018社

31.7%

9,496社

　　　　　②支部役員　　４１名

部　数

 けんたくんのワンワン

骨髄バンク推進協議会郡山支部へ募金寄託 骨髄バンク募金活動

１５０部

 会員卓話による研修会
3. 2. 5 中止

3. 3. 4

講師　阿部尋子直前部会長 外4名

　　（３）役員数

場　　所開催日

　みらい幼稚園
2.12. 1

 お作法教室

講師　阿部尋子直前部会長 外4名

幼稚園児にお作法指導
5名

 (学)三春学園

　　４．広報誌

件　　名 発行日

2. 8. 1

 郡山法人会館 3名

 けんたくんのワンワン

　第7号あゆみ春秋発行

 お作法教室

　三春幼保園

内　　容

令和元年度事業報告他

幼稚園児にお作法指導
5名

2.11.17

2. 9.24
 けんたくんのワンワン

 お作法教室

　　３．全体例会

件　　名

講師　阿部尋子直前部会長 外7名

幼稚園児にお作法指導
8名

 (学)吉野学園

　わかば幼稚園

出席者等 内　　容
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　　　役員名簿（令和3年3月31日現在)

　　　　伊野　勝彦〈㈱ボナンザ〉

　　　　阿部　尋子〈㈲雲龍堂〉 　　　　小川　則雄〈㈱郡山自動車学校〉

　　　　鈴木　幸雄〈㈱鈴弥洋行〉 　　　　赤塚　英夫〈㈱クリエイト〉

　　　　柳内　一彦〈税理士法人クリエイト〉 　　　　熊田　耕治〈㈱熊田マネジメントサービス〉

　　　　廣川　寛　〈㈱廣川鉄工所〉 　　　　佐藤　広幸〈㈲佐藤電気商会〉

　　　　琴田　尚登〈㈲琴田衣料店〉 　　　　伊藤　芳光〈みどり商事㈱〉

　　　　大橋　健二〈㈱アセスメント大橋〉 　　　　佐藤　克敏〈㈱エスビー商会〉

　　　　瀧田　幸子〈援護化学㈱〉 　　　　岡部　弘幸〈㈱岡　部〉

　　　　蔭山　寿一〈㈱蔭山工務店〉 　　　　金田　岩光〈金田建設㈱〉

　　　　小池　正幸〈コーユー㈱〉 　　　　椎根　義人〈㈱三貴商事〉

　　　　椎根　和芳〈㈱椎根建設〉 　　　　水品　幸意〈㈱常電舎〉

　　　　新　　　肇〈㈲創　苑〉 　　　　藤田　弘美〈㈱太陽興産〉

　　　　佐藤日出一〈㈱東　日〉 　　　　二瓶　重信〈㈱二嘉組〉

　　　　伊関　良一〈㈱ニノテック〉 　　　　生田目　光〈㈱バンダイ通信〉

　　　　高田　正人〈㈱日　向〉 　　　　小林　裕子〈㈱福豆屋〉

　　　　堀江　正喜〈㈱堀江ビジネスサポート〉 　　　　過足美智子〈㈱丸青過足青果〉

　　　　渡辺　安子〈㈱丸　佳〉 　　　　小林　勝則〈㈲萬寿園〉

　　　　降矢　正美〈㈱み・らいとコンサルティング〉 　　　　渡辺　孝雄〈㈱ワタザイ〉

　　　　前田　泰彦〈ＡＬＳＯＫ福島㈱〉 　　　　加藤　英夫〈㈲かとう会計事務所〉

　　　　幕田　宙晃〈㈱共立建築設計事務所〉 　　　　小野塚昇一〈㈱オノツカ〉

　　　　根本　克則〈千代田産業㈲〉 　　　　佐藤　利男〈㈱フクイシ〉

　　　　箭内　和夫〈㈱大平電業社〉 　　　　渡辺　　隆〈要田自動車㈱〉

　　　　石井　敏也〈㈱石覚組〉 　　　　宗像　啓吾〈㈱ムナカタ総業〉

　　　　山口松之進〈郡山観光交通㈱〉 　　　　長尾　正美〈郡山信用金庫〉

　　　　伊藤　重幸〈㈱三　光〉 　　　　本田　紘一〈㈱タイセークリーン〉

　　　　高田　哲也〈㈱中央会計センター〉 　　　　岡部　純子〈㈲ドロップス〉

　　　　増子　眞也〈㈱増子会計センター〉 　　　　高橋　公夫〈㈲高橋建材工業〉

　　　　吉田　代吉〈㈲ヨシダエンジニアリング〉 　　　　矢部　祥子〈㈱財経戦略研究所〉

　　　　荒井　一昭〈福島県商工信用組合〉 　　　　吉田　陽子〈㈱ヨシダコーポレーション〉

　　　　平石　秀樹〈エクセルツリー㈱〉 　　　　香西　良浩〈㈱コーワエクシード〉

　　　　髙橋由美子〈㈲ジェスカンパニー〉 　　　　大沼　栄一〈㈱プリベント大沼〉

　　　　遠藤友紀晴〈㈱ローズ・ビルサービス〉 　　　　渡邉　兵吾〈㈱エクストエンジニア〉

　　　　山野辺耕一〈㈲山野辺工務店〉 　　　　永井　弘純〈㈲永井のくわ〉

　　　　村田　信一〈㈲中屋商店〉 　　　　大和田勝典〈㈱大和田工務店〉

　　　　山口　哲行〈福島県南酒販㈱〉 　　　　宗像　住孝〈㈲トレジャー〉

　　　　蒲生　博基〈㈲泉川会計センター〉

《監　　　事》

《会　　　長》

《副　会　長》

《理　　　事》
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　　　②(一社)福島県法人会連合会

　　廣川　　寛

　　熊田　耕治

　　加藤　英夫

　　小川　則雄

　内山　陽壹

主　　任 　佐藤　香理

職　　員 　野田　雄也

副委員長

瀧田　幸子

加藤　英夫

廣川　　寛

熊田　耕治

鈴木　幸雄

小川　則雄

総務委員会

　　（４）委　員　会

委員会名 委員長

赤塚　英夫

長尾　正美
佐藤　利男

岡部　弘幸

小池　正幸
降矢　正美

組織委員

　　　　　監　事

　　　　　理　事　女連協会長 　阿部　尋子

税制委員　　　　　理　事　総務委員

 第８回　通常総会

組織委員会

　　（５）上部団体役員

委員数

　８名

１４名

　８名

　６名

税制委員会

広報委員会

柳内　一彦

水品　幸意

研修委員会

厚生委員会

事務局長

開催日

 2. 6.12
 郡山ビューホテル
 アネックス

場　　所 出席者

1,662名
(内委任状
1,646名)

議　　　題

[報告事項]

(1)令和元年度事業報告の件

(2)令和２年度事業計画報告の件

(3)令和２年度収支予算報告の件

　２．会議関係

　　（１）総　会

　　　　　理　事

　　　　　副会長　厚生委員長

　　　　　理　事　厚生委員

件　　名

[決議事項]

(1)令和元年度決算承認の件

　伊野　勝彦

広報委員

　赤塚　英夫

　　（６）事　務　局

研修委員

　７名

　７名

　　　①東北六県法人会連合会

　伊野　勝彦

　鈴木　幸雄

　柳内　一彦
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(3)青年部会・女性部会の現況報告

 郡山法人会館

出席者

6名

 郡山法人会館

 3. 3.26

(2)令和3年度収支予算(案)承認の件

(1)理事会上程議案について

(1)次年度事業計画について

議　　　題出席者

10名

書面決議

開催日

(3)会員入会・退会の承認について

(1)職務執行状況について

(2)優良経理担当者、会員拡大功労者、経営者

　　（４）その他の役員会

件　　名

 第１回
 正副会長会議

　　（３）監　事　会

 第３回 理事会

(2)青年部会・女性部会現況報告について

　 大型保障制度受託会社職員功労者表彰承認

　 について

出席者等

　 報告

 2. 7.10

場　　所

 郡山ビューホテル
 アネックス

10名

(4)福利厚生制度推進状況について

 2. 5.26

議　　　題

(3)通常総会招集について

[決議事項]

(1)令和元年度収支決算について

 郡山ビューホテル
 アネックス

　　（２）理　事　会

場　　所

[報告事項]

(1)令和元年度事業報告について

(2)代表理事及び業務執行理事の職務執行状況

(2)中間決算について

[報告事項]

(1)今後の運営方針について

 第２回
 監　事　会

場　　所

 郡山ビューホテル
 アネックス

34名

[決議事項]

(1)令和3年度事業計画(案)承認の件

 第２回 理事会  2.10.28
 郡山ビューホテル
 アネックス

34名

[決議事項]

(1)副会長選任について

[報告事項]

(1)中間事業について

(3)青年部会、女性部会の現況について

(4)福利厚生制度推進状況について

(3)会計諸帳簿監査

開催日

 2. 5.12

件　　名

 第１回
 監　事　会

件　　名

 第３回
 正副会長会議

 3. 3.12
 郡山ビューホテル
 アネックス

8名

議　　　題

(1)令和元年度事業概況について

(2)令和元年度収支決算について

(3)会計諸帳簿監査

(1)令和2年度中間事業概況について

(2)令和2年度中間決算について 2.10.23

開催日

6名

 第１回 理事会

 第２回
 正副会長会議

 2.10.28
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福島県商工信用組合 荒井　一昭

 第１回
2. 8.26  郡山法人会館

(1)令和3年度事業計画(案)並びに収支予算(案)

　 について

佐藤　克敏

生田目　光

㈱大和田工務店

㈱福豆屋

大和田　勝典

小林　裕子
2. 6.29

赤塚　英夫

長尾　正美

大同生命保険㈱郡山支社

福島県商工信用組合

㈱クリエイト

郡山信用金庫

大同生命保険㈱郡山支社
2. 6.12

 経営者大型保障制度受託
 会社職員功労者表彰

氏　　名

 郡山法人会館

㈱郡山自動車学校2. 6.29

〈金賞〉

㈱ボナンザ

2. 6.29

2. 6.29

 (一社)福島県法人会連合
 会福利厚生制度推進表彰

 (公財)全国法人会総連合

伊野　勝彦

㈲萬寿園

㈱み・らいとコンサルティング

コーユー㈱

 (一社)福島県法人会連合
 会会員増強功労者表彰

2. 6.29

　　（５）委　員　会
件　　名

 第１回

13名
(2)令和3年度経営塾について

(1)令和元年度最終例会の検討について

(2)会員入会・退会について

小池　正幸

小川　則雄

佐藤　利男

箭内　和夫

(1)通常総会記念講演会講師選定について

(2)令和3年度事業計画(案)について

山下　光子

安住　照美

 第１回
 総務委員会

 第１回
 組織委員会

 第２回
 総務委員会

2. 6.12

　３．表彰関係

荒井　一昭

 優良経理担当者表彰

 会員拡大功労者表彰

 経営塾運営委員会

2. 9.29

物江　信行

渡邊　孝子

東北ビルハード㈱

㈱ビッグ東北

㈱朝日ハウジング

(1)理事会上程議案について

(2)中学生の税に関する作文審査について

2. 8.26  郡山法人会館

2. 8. 7

 郡山法人会館 7名

 単位会役員功労者表彰

小林　勝則

降矢　正美

渡辺　陽子

開催日

2. 6.12

(1)会員交流事業について

(2)福利厚生制度推進施策について

議　　　題

2. 5.20 中止

 厚生委員会
15名

出席者等

事 業 所 名

 第３回
 総務委員会

3. 2. 5  郡山法人会館 6名

場　　所件　　名

 第２回
 研修委員会

12名

[報告事項]

(1)令和3年度経営塾について

(3)視察研修会について

(1)会員拡大方法について
9名

5名

(2)令和2年度会員拡大施策について

場　　所

 郡山ビューホテル
 アネックス

開催日

(1)各表彰規程推薦者選定について

3. 3.19

 第４回
 総務委員会

3. 3.22  郡山法人会館 7名

(1)令和元年度事業報告について

[検討事項]

 第２回
 経営塾運営委員会

㈱財経戦略研究所 矢部　祥子

大同生命保険㈱郡山支社 石渡　和彦

 東北六県法人会連合会
 永年在任役員表彰

㈱石覚組

〈銅賞〉

石井　敏也

 (一社)福島県法人会連合
 会単位会役員功労者表彰

㈱フクイシ

㈱大平電業社

㈱エスビー商会

㈱バンダイ通信

㈱バンダイ通信 土田　千鶴

郡山運送㈱ 橋本　知佳子

3. 3.19  郡山法人会館
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場　　所

 郡山ビューホテルアネックス

件　　　名

　　①全法連・東北六県・福島県法人会連合会関係

出　席　者

伊野会長外1名

郡山税務署長表彰：小川則雄副会長

仙台国税局長表彰：郡山法人会

 郡山税務署納税表彰式 2.11.16 郡山法人会館

仙台国税局長表彰：赤塚英夫副会長

　　　〃　　　　：鈴木幸雄副会長

伊野会長外2名

租税教育推進校等

　　②その他の団体関係

伊野会長

場　　所

郡山法人会館

郡山商工会議所

出　席　者

2. 7.22

2. 8. 5

2. 8. 5

 県連　事務局長会議

3. 2. 8

件　　　名

 郡山税務関係団体協議会

 郡山商工会議所　都市情報委員会・

 情報文化部会合同会議

開催日

　４．外部会議派遣

 県連　厚生委員会

 県連　理事会

 東北六県連　運営協議会

 郡山ビューホテルアネックス2. 8.20

2.11.19

 県連　正副会長会議 2. 8. 3  郡山ビューホテルアネックス 伊野会長

 江陽グランドホテル

内山事務局長

伊野会長

伊野会長外4名

伊野会長

 郡山ビューホテルアネックス

 江陽グランドホテル

2.10.21

 東北六県連　理事会

 東北六県連　事務局研修会
（Ｗｅｂ会議）

2.11.27  郡山法人会館 内山事務局長

開催日
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◆本　会

「コロナ禍に克つ」発行（R3.3)

・ウィズコロナ時代の経営支援特集として
臨時号を発行。資金繰り対策や難局突破の
ための経営のヒントを掲載。

令和２年度　活動写真報告

　税制改正要望事項提出(R2.5.20）

・会員より回答いただいた、税制改正に関
するアンケートをもとに、意見を取りまと
め県連、全法連を通じ関係機関等に対し要
望活動を行った。

○広報紙「法人こおりやま」発行

　

○税制改正に関するアンケート（R2.4.21）

・広報委員会において広報紙「法人こおり
やま」の企画及び発行に関して検討。広報
紙は年１２回発行し、国税、地方税に関す
る情報、改正税法のほか、法人会の活動を
掲載。また、全国法人会総連合の季刊誌
「ほうじん」を年４回配布した。

・税務、会計、経営等をテーマに、地域企
業の健全な発展を目的に、インターネット
上で講義を公開した。

・郡山税務署担当官を講師に迎え、年末調
整に係る主な改正事項や留意事項について
説明した。

○法人会広報紙臨時号

・通常総会記念講演会・新春講演会及び研
修事業について検討した。

○研修委員会（R2.8. 3/R3.3.19）

○税務研修会（R2.11. 6） ○インターネットセミナー
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・職務執行状況報告や青年部会・女性部会現況報告等のほか、決議事項の審議をした。

○理事会(R2.5.26/R2.10.28/R3.3.26)

○親睦ゴルフコンペ(R2.10.15)

・第１０回　会員親睦ゴルフコンペを郡山
ゴルフ倶楽部において開催した。プレーを
通じ会員相互の親睦を深めた。

○通常総会（R2.6.12）

・主に理事会上程議案について検討した。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め規模を大幅に縮小して開催した。
令和元年度事業報告、令和２年度事業計画
及び収支予算報告。また、令和元年度決算
承認の件について上程され、異議なく承認
された。

○総務委員会

(R2.9.29/R3.2.5/R3.3.22)

○経営塾(R2.11.11)

・経営者のための経営セミナー。ディス
カッション、ディベート形式で実践経営力
を身に付けた。
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◆支部関係

◆青年部会

○税に関する標語の審査会（R2.10.19）　　　　　○表彰式（R2.11.10）

・会員増強、組織強化活動及び福利厚生事業の企画、実施について検討した。

・小学生の税に関する標語に応募のあった５２１作品から１０点を選出し、表彰した。

・三春町政について、坂本浩之町長にご講
演いただいた。

 （R3.2.12）

・社会貢献活動の一環で、小野町で実施
している献血運動にご協力いただいた方
へ、お礼として配布するためのたまごを、
小野町へ寄贈した。

○小野町献血運動へたまご寄贈○三春町長講演会（R2.12.18）

○厚生委員会(R2.8.7)○組織委員会(R2.8.26)
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・青年部会員が講師となり、税についての大切さを感じてもらうことを目的に実施。１２校で開催
を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響で６校の児童、５１８名を対象に開催した。
また、税の使い道を子供たちと考える「子ども議会」を取り入れ、よりよい学校生活が送れるよう
に税金をどのように使ってほしいかを考えてもらった。

○郡山法人会青年部会設立３０周年記念式典･記念講演会（R3.3.24)

・平成２年６月に設立されて以来、令和２年度３０周年を迎え、設立３０周年記念式典･記念講演会
を開催した。記念式典ではこれまでの活動を振り返り、歴代部会長へ感謝状と記念品を贈呈した。
また、記念講演会に笹の川酒造株式会社　山口哲蔵氏、山口敏子氏を招き「笹の川酒造　２５６年
の歴史と挑戦」と題し、ご講演いただいた。

○街頭募金活動（R2.12.20)

・ラジオチャリティーミュージックソン募
金活動を郡山駅前周辺で実施。ラジオ福島
へ４１，０００円寄託。

○租税教室（R2.6～R2.12)

・会員親睦、交流を図るため、宮城方面へ
視察研修会開催。瑞巌寺、円通院、塩竈神
社等を見学した。

○視察研修会（R2.10.14）
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◆女性部会

(R2.9.24/R2.11.17/R2.12.1)

・ホテル、スーパー等10個の募金箱を設
置。４４，２８８円寄託した。

○骨髄バンク推進協議会郡山支部へ

　 募金寄託（R3.3.4)

○租税教室（R2.12)

・女性部会員が講師となり、幼稚園年長児
を対象に、お作法をはじめ、靴の脱ぎ方、
並べ方、あいさつのしかた等を指導した。

○けんたくんのワンワンお作法教室

・女性部会員が講師となり、税についての大切さを感じてもらうことを目的に実施。４校で開催を
予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響で２校の児童、１００名を対象に開催した。

○小学生の税に関する絵はがき

　コンクール審査会（R2.10.14)

○表彰式（R2.11.10）

・小学生の税に関する絵はがきに応募のあった５７６作品より１０点を選出し、表彰した。
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